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研究課題名「食道切除術における術中輸液管理と術後合併症の関連」

１．研究の対象

2013年1月1日から2020年12月31日までに食道癌手術を行った患者さんのうちNCD（National Clinical 
Database）に登録されているデータを用います。

２．研究の目的・方法

消化器外科手術において、適正な体液管理は周術期管理における重要な要素の一つです。体液量が少なす
ぎると、重要臓器および吻合部の血流不足をきたす可能性がありますし、体液の過剰は肺の合併症や、あ
るいは縫合不全のリスクがあると報告されています。本研究では、すでに全国登録されたNCDデータを用い
て、術中輸液量と食道切除術後合併症の関連について検証します。

３．研究期間

承認日　～　2025年12月31日

４．研究に用いる試料・情報の種類

本研究に用いる下記の試料・情報につきましては、倫理審査員会の承認を受けた研究計画書に従い、個人
が特定されないように適切に匿名化処理を行った上で取り扱います。実際には匿名化された状態でNCDに登
録されたデータを使用します。

情報：手術や検査結果、手術後の経過など
試料：ありません

５．外部への試料・情報の提供

NCDに登録されているデータを使用するため、情報提供などは行いません。

６．研究組織

がん研究会有明病院　消化器外科・食道外科
渡邊雅之、岡村明彦

一般社団法人　National Clinical Database
解析者 2名

一般社団法人　日本消化器外科学会
上野　秀樹、北川　雄光、他スーパーバイザー 2名

日本胸部外科学会
亀井　尚、河野　浩二、竹内　裕也、藤　也寸志、安田　卓司、渡邊　雅之、澤　芳樹

お問い合わせ先

本研究に関するご質問等がありましたら下記の連絡先までお問い合わせ下さい。
ご希望があれば、他の研究対象者の個人情報及び知的財産の保護に支障がない範囲内で、研究計画書及び
関連資料を閲覧することが出来ますのでお申出下さい。
また、試料・情報が当該研究に用いられることについて患者さんもしくは患者さんの代理人の方にご了承
いただけない場合には研究対象としませんので、下記の連絡先までお申出ください。その場合でも患者さ
んに不利益が生じることはありません。



照会先および研究への利用を拒否する場合の連絡先：

公益財団法人　がん研究会有明病院
〒135-8550東京都江東区有明三丁目8番31号
消化器外科・食道外科　岡村　明彦
連絡先：電話番号03-3520-0111(代表）　FAX番号03-3520-0141

研究責任者：

公益財団法人　がん研究会有明病院
〒135-8550東京都江東区有明三丁目8番31号
研究責任者　消化器外科・食道外科　部長　渡邊 雅之
連絡先：電話番号03-3520-0111(代表）　FAX番号03-3520-0141

研究代表者：

公益財団法人　がん研究会有明病院
〒135-8550東京都江東区有明三丁目8番31号
研究代表者　消化器外科・食道外科　部長　渡邊 雅之
連絡先：電話番号03-3520-0111(代表）　FAX番号03-3520-0141
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